
国際シンポジウム

こだまする球音、混じり遭う境界
ー日台野球文化のハイブリディティ

Network for Trans-Pacific Baseball Studies（TPBS研究会）
第一回研究会

かつて台湾「嘉義農林学校」野球部が甲子園の決勝まで勝ち進んだ逸話を描く

映画『KANO』を再上映。本シンポジウムでは、映画の内容を踏まえつつ、20世
紀の日台野球文化交流を人の移動の観点から検証する。植民地期、冷戦期､ポス

ト冷戦期をまたぐ日台の野球受容の特質と違い、その変容過程を、環太平洋的

視座から多角的に討論する。

神戸大学国際文化学研究推進インスティテュート（Promis）主催

開催日程＆場所 参加無料
▶ 2023年3月1日（水）

開場 12:00
『KANO』(2014)上映 12:45
シンポジウム 16:00〜

＠神戸大学鶴甲第１キャンパス
国際文化学研究科E棟4階大会議室

▶ 2023年3月2日（木）
野球ゲーム 14:30〜16:30

＠大倉山公園野球場

▶ 参加申し込み： bit.ly/TPBS_sympo or
▶ お問い合わせ先：黄 柏瀧 (aleksirius@gmail.com)

プログラム

12:00 開場
▶ 映画上映会
12:45～（184分間上映）
▶ シンポジウム
16:00 趣旨説明・登壇者紹介
16:20 「映画『KANO』に連なる野球人たち」（野嶋 剛）
16:40 「ポストコロニアル時期の台湾野球文化」（謝 仕淵）

-通訳あり-

17:20 「現代「旅日」野球選手の系譜」（山本 敦久）
17:40 コメント＆ラウンド・ディスカッション
18:30 終了

登壇者
謝 仕淵（台湾・国立成功大学歴史学系副教授）
野嶋 剛（大東文化大学社会学部教授）
山本 敦久（成城大学社会イノベーション学部教授）

コメンテーター
小笠原 博毅（神戸大学国際文化学研究科教授）

総司会
大谷 晋平（Promis学術研究員）

通訳
黄 柏瀧（Promis学術研究員）
朱 信樺（神戸大学人文学研究科博士後期課程）

主催 Promis 研究プロジェクト「台日野球交流における身体技芸とパフォーマンス文化の研究」＆
研究開発部門企画「国際シンポジウム「こだまする球音、混じり遭う境界―日台野球文化のハイブリディティ」」 （代表者：黄柏瀧）

共催 カルチュラル・スタディーズ学会、神戸大学台湾留学生会


